
　東一口地区で冬の味覚、町特産の淀大根の出荷が

最盛期を迎えています。 

　聖護院大根は、地元で淀大根と呼ばれ、煮くずれ

せず、まろやかな甘みがあり、おでんや風呂吹きに

最適です。 

　丸くて純白の淀大根が石垣のように高く積み上げ

られたさまは、冬の風物詩になっています。 

淀大根の出荷が最盛期 

女たちの善光寺参り（12） 
善光寺参りは、今号で終わります。 
次号からは、伊勢参りを掲載します。 

危険業務従事者叙勲など 
みんなの広場 

白バラ研修会の参加者募集など 

人権週間・障害者週間など 
行政ニュース 
ご存じですか？子どもの居場所づくり事業 
学校・家庭・地域が連携 

INFORMATION

ふるさとの旅日記 

10P

8P

17P

24P

2P

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 
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【スポーツ少年団】少年野球 【総合体育館】体育館開放スポーツデー 【佐山小学校PTA】ドッジボール 

【町青少年健全育成協議会】 
 宿泊体験学習 

平
成
平
成
14 
年
4
月
か
ら
学
校
週

月
か
ら
学
校
週
5
日
制
が
始
ま
り

日
制
が
始
ま
り
4
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

こ
の
学
校
週

こ
の
学
校
週
5
日
制
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

日
制
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体

れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
や
社
会

験
や
社
会

体
験
、
親
と
の
か
か
わ
り
の
場
を
増
や
す
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の

体
験
、
親
と
の
か
か
わ
り
の
場
を
増
や
す
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

で
す
。
 

そ
れ
に
と
も
な
い
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
等
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て

そ
れ
に
と
も
な
い
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
等
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か

、
豊
か

な
人
間
性
と
健
康
や
体
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め

な
人
間
性
と
健
康
や
体
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
い
つ
で

、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

も
・
ど
こ
で
も
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
地

く
り
を
地

域
ぐ
る
み
で
お
こ
な
っ
て
い
こ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
が
「
子
ど
も

域
ぐ
る
み
で
お
こ
な
っ
て
い
こ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
が
「
子
ど
も
の
居
場
所

の
居
場
所

」
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
校
休
業
の
土
曜
日
の
み
な
ら
ず
、
放

」
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
校
休
業
の
土
曜
日
の
み
な
ら
ず
、
放
課
後
や
日

課
後
や
日

曜
日
、
祝
日
、
長
期
休
業
中
に
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の

曜
日
、
祝
日
、
長
期
休
業
中
に
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
居
場
所
が

居
場
所
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

で
は
、
人
口
約

で
は
、
人
口
約
1
7
1
7
，
0
0
0

0
0
0
人
（
そ
の
う
ち
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
・

人
（
そ
の
う
ち
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
数
約

中
学
校
の
子
ど
も
数
約
2
，
0
0
0

0
0
0
人
）
の
久
御
山
町
で
の
取
り
組
み
状
況
は

人
）
の
久
御
山
町
で
の
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
多
く
の
団

年
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
多
く
の
団

体
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
手
で
子
ど
も
の
居
場
所
が
設
け
ら
れ
、
子

体
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
手
で
子
ど
も
の
居
場
所
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

ど
も
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
仲
間
た
ち
と
交
流
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
仲
間
た
ち
と
交
流
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
 

今
号
で
は
、
活
動
の
様
子
の
一
部
と
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
号
で
は
、
活
動
の
様
子
の
一
部
と
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

平
成
14 
年
4
月
か
ら
学
校
週
5
日
制
が
始
ま
り
4
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

こ
の
学
校
週
5
日
制
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
や
社
会

体
験
、
親
と
の
か
か
わ
り
の
場
を
増
や
す
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

そ
れ
に
と
も
な
い
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
等
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か

な
人
間
性
と
健
康
や
体
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
地

域
ぐ
る
み
で
お
こ
な
っ
て
い
こ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
が
「
子
ど
も
の
居
場
所

」
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
校
休
業
の
土
曜
日
の
み
な
ら
ず
、
放
課
後
や
日

曜
日
、
祝
日
、
長
期
休
業
中
に
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
居
場
所
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

で
は
、
人
口
約
1
7
，
0
0
0
人
（
そ
の
う
ち
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
数
約
2
，
0
0
0
人
）
の
久
御
山
町
で
の
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
多
く
の
団

体
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
手
で
子
ど
も
の
居
場
所
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
仲
間
た
ち
と
交
流
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

今
号
で
は
、
活
動
の
様
子
の
一
部
と
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【教育委員会】ジュニアふるさと教室 【教育委員会】子育て支援学級 【産業課】子ども工場見学会 

【社会福祉課】親子サロン 【ゆうホール】漢字の達人教室 【社会福祉協議会】親子ニコニコ子育てサロン 

平
成
14 
年
4
月
か
ら
学
校
週
5
日
制
が
始
ま
り
4
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

こ
の
学
校
週
5
日
制
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
や
社
会

体
験
、
親
と
の
か
か
わ
り
の
場
を
増
や
す
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

そ
れ
に
と
も
な
い
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
等
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か

な
人
間
性
と
健
康
や
体
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
地

域
ぐ
る
み
で
お
こ
な
っ
て
い
こ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
が
「
子
ど
も
の
居
場
所

」
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
校
休
業
の
土
曜
日
の
み
な
ら
ず
、
放
課
後
や
日

曜
日
、
祝
日
、
長
期
休
業
中
に
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
居
場
所
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

で
は
、
人
口
約
1
7
，
0
0
0
人
（
そ
の
う
ち
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
数
約
2
，
0
0
0
人
）
の
久
御
山
町
で
の
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
多
く
の
団

体
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
手
で
子
ど
も
の
居
場
所
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
仲
間
た
ち
と
交
流
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

今
号
で
は
、
活
動
の
様
子
の
一
部
と
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

実施団体・主体 実施団体・主体 事業名等 事業名等 対　象 対　象 定　員 定　員 回　数 回　数 費　用 費　用 場　所 場　所 連絡先 連絡先 

 

社会教育課 

 

社会福祉課
 

 

長寿健康課 
 

産業課 

環境保全課 

民生児童委員協議会 

宇治久世歯科医師会 

町青少年健全育成協議会 

佐山校区青少年健全育成協議会 

御牧校区青少年健全育成協議会 

東角校区青少年健全育成協議会 

 

 

社会福祉協議会 

 

 

 

町立図書館 

 

 

子育て支援学級 

ジュニアふるさと教室 

平和学習 

親子サロン 

みるくサロン 

親子料理教室 

未来くん食生活支援 

子ども工場見学会 

自然観察会 

遊びの広場 

歯の広場 

宿泊体験学習 

青少年健全育成活動 

青少年健全育成活動 

青少年健全育成活動 

親子ニコニコ子育てサロン 

家族でボランティア体験 

一人親家庭児童クリスマス会 

一人親家庭親子交流会 

ふれあい福祉まつり 

子ども一日図書館員 

お楽しみ会 

おはなし会 

保幼保護者 

小・中学生 

小6、中1 

乳幼・保護者 

乳・保護者 

小・保護者 

小6 

小3～6 

小以上の住民 

幼・保護者 

町内住民 

小・中学生 

校区小 

校区保幼小 

校区小 

子育て中親子 

作業所通所者・小 

幼小中・保護者 

児童・家族 

町内外住民 

小4～6 

親子 

幼小・保護者 

40人 

30人 

70人 

なし 

なし 

10組 

130人 

30人 

30人 

なし 

なし 

40人 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

6人 

なし 

なし 

年 4 回  

年 3 回  

年 1 回  

週 2 回  

月 1 回  

年 1 回  

年 5 回  

年 1 回  

年 1 回  

年1～3回 

年 1 回  

年 1 回  

必要回数 

必要回数 

必要回数 

年12回 

年 1 回  

年 1 回  

年 1 回  

年 1 回  

年 1 回  

年 2 回  

月 1 回  

実費 

無料 

無料 

無料 

無料 

100円 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

食費宿泊費等実費 

無料 

無料 

無料 

実費 

無料 

無料 

大600円、小400円 

無料 

無料 

無料 

無料 

中央公民館ほか 

町内・近隣市 

広島市 

保健センター 

保健センター 

保健センター 

各小学校 

町内工場 

町内 

役場ほか 

保健センター 

府内ほか 

小学校ほか 

小学校ほか 

小学校ほか 

福祉センター 

町内 

体育館ほか 

他府県 

役場広場ほか 

図書館 

図書館 

図書館 

 

075（631）9980 

 

075（631）9902 
 

075（631）9903 
 

075（631）9964 

075（631）9917 

075（631）9902 

075（631）9903 

075（631）9980 

075（631）9980 

075（631）9980 

075（631）9980 

 

 

075（631）0022 

 

 

 

0774（45）0003
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【図書館】おはなし会 【文化サークル】ジュニアコーラス 【佐山校区青少年健全育成協議会】農業体験学校収穫感謝祭 

【市田自治会・子ども会】夏祭り 【民生児童委員協議会】遊びの広場 【環境保全課】自然観察会「お魚引っ越し作戦」 

実施団体・主体 実施団体・主体 事業名等 事業名等 対　象 対　象 定　員 定　員 回　数 回　数 費　用 費　用 場　所 場　所 連絡先 連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆうホール 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館 

身近な野鳥観察会 

週末の星空観察会 

郊外星の観察会 

科学館見学ツアー 

子育てサポート「ほほえみ」 

親子で科学体験教室 

新入学児童工作教室 

小学生自然科学体験教室 

サイエンスクイズ大会 

親子で工作教室 

小学生将棋・オセロ大会 

小学生科学教室 

小学生工作教室 

低学年工作教室 

小学生フラワーアレンジメント 

小学生陶芸教室 

小学生ビデオ学習教室 

小学生たこ作り教室 

基礎からの工作教室 

古代米栽培体験 

漢字の達人教室 

子ども映画大会 

国際子ども交流教室 

親子チャレンジ教室 

ジュニアコーラス 

ファミリーシアター 

小・親子 

小・親子 

親子 

小・親子 

親子 

小低・親子 

小1・親子 

小・親子 

小・親子 

小・親子 

小 

小 

小3～ 

小1・2 

小 

小 

小 

小 

小1～4 

小3～6 

小 

小・保護者 

小 

小・保護者 

小・中学生 

親子 

20人 

50人 

25人 

30人 

18組 

16組 

10人 

25組 

50人 

16組 

48人 

16人 

16人 

16人 

16人 

26人 

20人 

20人 

20人 

16人 

20人 

200人 

20人 

15組 

30人 

690人 

年 7 回  

月 2 回  

年 2 回  

年 6 回  

月 1 回  

年10回 

年 1 回  

年 1 回  

年 1 回  

年 4 回  

年 2 回  

年10回 

年11回 

年 3 回  

年 2 回  

年 5 回  

年 6 回  

年 1 回  

年12回 

年 5 回  

年 2 回  

年 6 回  

年 2 回  

年 5 回  

年13回 

年 1 回  

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

実費 

実費 

実費 

実費 

無料 

実費 

無料 

無料 

無料 

300円 

実費 

実費 

無料 

子300円、大500円 

ゆうホール近辺 

ゆうホール 

南山城村ほか 

他市町村 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール 

ゆうホール近隣田 

ゆうホール 

ゆうホール 

中央公民館 

中央公民館 

中央公民館 

中央公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0774（45）0002 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

075（631）1000
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【東角幼稚園】秋まつり 【ゆうホール】親子で科学体験教室 

【町青少年健全育成協議会】子ども広場 【総合体育館】小学生バスケットボール教室 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、
諸
団
体
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
た
め
、
諸
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。
 

例
え
ば
、
い
つ
・
ど
の
時
間
に
ど
こ
に
行
け
ば
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
開
設
し
て
い
る
の
か

な
ど
の
情
報
の
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

こ
の
子
ど
も
の
居
場
所
の
運
営
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立

ち
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
や
助
言
、
安
全
管
理
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
こ
の
居
場
所
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
提
供
し
た
い
と
い
う
人
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お

願
い
で
き
る
人
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

※一覧表・写真は取り組みの一部を紹介したものです。このほかにも多くの団体のみなさんが活動にかかわってもらっていますが、紙面の都合上、すべてを掲載 
　できませんでした。ご了承ください。 

実施団体・主体 実施団体・主体 事業名等 事業名等 対　象 対　象 定　員 定　員 回　数 回　数 費　用 費　用 場　所 場　所 連絡先 連絡先 

 

 

 

総合体育館
 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ少年団 

 

 

 

 

 

自治会・子ども会 

小学生バレーボール教室 

小学生サッカー教室 

小学生バスケットボール教室 

小学生ソフトテニス教室 

小学生バドミントン教室 

小学生卓球教室 

体育館開放スポーツデー 

親子体操教室 

サッカー・バイソンズクラブ 

野球・久御山バッファローズ 

野球・久御山ライオンズ 

剣道・京都久御山真武館 

空手・鸞風舎久御山 

空手・同志館佐山 

バド・久御山シャトルキッズ 

　39自治会中、子ども会組織があるのは23です。 
　組織としての活動は、ラジオ体操やお楽しみ会、歓送迎会、クリスマス会、夏祭り、プール活動、地 
蔵盆、レクリエーション、古紙回収、公園清掃、親子親睦会、秋祭り、子どもみこし、ボウリング大会　 
など多岐にわたります。 
　子ども会組織として活動していないところでも、自治会や体育振興会・地域委員等が中心となり、子 
どもたちの健全育成のためさまざまな行事をおこなっています。 

小4～6女 

小4～6 

小4～6 

小4～6 

小4～6 

小4～6 

住民 

親子 

小 

小 

小 

幼～中 

5歳～中 

幼～ 

小1～中3

40人 

80人 

40人 

30人 

30人 

30人 

なし 

30組 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

年10回 

年 8 回  

年 6 回  

年 6 回  

年 6 回  

年 6 回  

月 2 回  

年 8 回  

週2～3 

週2～3 

週2～3 

週 3  

週 3  

週 2  

週 1

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

 

 

 

詳細は各団まで 

総合体育館 

中央公園 

総合体育館 

総合体育館 

総合体育館 

総合体育館 

総合体育館 

総合体育館 

東角小学校 

町内小学校ほか 

佐山小学校 

町内小学校ほか 

光福寺内 

佐山小学校 

総合体育館 

 

 

 

0774（44）3700
 

 

 

 

 

0774（43）0676　岡西 

0774（41）6844　大西 

0774（43）4281　水見 

0774（43）9147　加藤 

0774（44）9432　松村 

0774（41）7530　樫葉 

0774（45）0763　山崎 
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区　分 
久　　御　　山　　町 

期 末 手 当  

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

勤 勉 手 当  

0.70月分 

0.75月分 

1.45月分 

国 

期 末 手 当  勤 勉 手 当  

本町と同じ 

6月 

12月 

計 

▼期末・勤勉手当（ボ－ナス）の支給割合［平成17年度］ ▼特殊勤務手当の支給状況［平成17年度一般会計決算額］ 

久　　　御　　　山　　　町 国 

（支給率） 

・勤続20年 

・勤続25年 

・勤続35年 

・最高限度額 

・その他の 
　　加算措置 

・１人当たり 
　　平均支給額 

・平均勤続年数 

 

（支給率） 
 

 
 

 

 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

定年前早期退職特別措置 
（2～20％加算） 

国は公表していません 

 

23.50 

33.50 

47.50 

59.28

自己都合  

月分 

月分 

月分 

月分 

 

30.55 

41.34 

59.28 

59.28

勧奨・定年 

― 2473万円 

― 34.8年 

 

月分 

月分 

月分 

月分 

▼退職手当の状況［平成18年4月現在］　　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 

　本町の勧奨退職は、勤続20年以上で、年齢50歳以上58歳までの職員を対象とする退職制度です。 
　退職手当は、退職時の給料をもとに退職理由と勤続年数、基礎在職期間において職員が属し
ていた職務の級によって支給額を算出します。 
　一人当たりの平均支給額は、平成17年度中に退職した職員の平均額です。 

▼扶養・住居・通勤手当の状況［平成18年4月現在］　　　　（月額） 

区
分 

扶
　
養
　
手
　
当 

通
　
　
勤
　
　
手
　
　
当 

久　　御　　山　　町 国 

 

☆扶養親族である配偶者 

☆扶養親族でない配偶者を 
　有する場合の1人目の子等 

☆配偶者以外の扶養親族 
　・2人目まで、1人につき 

　・配偶者がいない場合は、 
　　　　　　　そのうち1人 

　・3人目以降、1人につき 

☆16歳から22歳までの子 

13,000円 

 
6,500円 

 
6,000円 

 
11,000円 

5,000円 

5,000円 
加算 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

☆片道1km未満 

☆交通機関等利用者 
　・運賃相当額≦55,000円 
　　（6カ月定期券で算出し、4月と10月 
　　に一括支給） 

☆自動車等の利用者 
　・2km未満 
　・2km以上3km未満 
　・以降1km増す毎に 

☆片道2km未満 

　 
　 
　 
　 

☆自動車等の利用者 
　・　5km未満 
　・　5km以上10km未満 
　・10km以上15km未満 
　・15km以上20km未満 
　・20km以上25km未満 
　・25km以上30km未満 
　・30km以上35km未満 
　・35km以上40km未満 
　・40km以上45km未満 
　・45km以上50km未満 
　・50km以上55km未満 
　・55km以上60km未満 
　・60km以上 
 
 
 

　 

　 
　 
　 
　 

　 
　2,000円 
4,100円 
6,500円 
8,900円 
11,300円 
13,700円 
16,100円 
18,500円 
20,900円 
21,800円 
22,700円 
23,600円 
24,500円 

 
 
 

支給なし 

　 
全額支給 

　 
　 

　 
3,000円 
6,000円 
600円 
加算 

支給なし 

　職員数は、一般職の職員数であり、地方公務員の身分
を有する休職者・派遣職員等を含み、臨時または非常勤
職員は含みません。 
　なお、平成18年度職員採用計画数は含んでいません。 

▼部門別職員の状況および今後の計画［各年4月1日現在］ 

一

般

行

政

部

門 

特
別
行
政
部
門 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

272 270 2 ▲8

27 26

5 5

9 9

13 12

82

38 1

2

44

82

38

44

162 1 ▲1 ▲6

▲2

▲1

▲1

22 ▲2 1

3

8 8

23

163

21

3

23

52 50 ▲2▲2

14 14

3939 ▲12

1

▲2

▲1 ▲1▲1

▲1

3

小 計 

国保等 

下水道 

水 道 

小 計 

消 防 

教 育 

小 計 

土 木 

商 工 

農林水産 

衛 生 

民 生 

税 務 

総 務 

議 会 3

262

25

5

9

11 ▲1 ▲1

81

38

43 1

156

20

3

8

23

48

14

38

2 ▲1

平成17年 

合　計 

平成18年 平成19年 （予定） 平成17年 平成18年 
平成19年 
（予定） 

職　員　数（人） 対前年増減数（人） 区分 

部門 

▼特別職の報酬等の状況［平成17年度］ 

　町長、助役および収入役の給料については、
平成15年4月1日から平成18年3月31日までの間、
5％の減額を実施していました。 

区　　　　分 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

手当の種類 

 
代表的な手当の名称 

全　職　種 

24.1％ 

376,610円 

8種類 

消防業務手当 
じん芥収集作業手当 
税 務 手 当 

給　料　月　額　等 区　分 

期
末
手
当
等 

報
　
酬 

給
　
料 

679,250円 
817,000円 

641,250円 
395,000円 
325,000円 
290,000円 
2.10月分 
2.35月分 
4.45月分 
1.60月分 
1.75月分 
3.35月分 

助　役 
町　長 

収入役 
議　長 
副議長 
議　員 

町　長 
助　役 
収入役 
 
議　長 
副議長 
議　員 
 

6月 
12月 
計 
6月 
12月 
計 

☆全ての職員 
　・ただし、新築・購入から5年間 

☆借家 
　・家賃額に応じ 

4,500円 
2,500円 

最高　　　 
27,000円 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

住

居

手

当
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町職員の給与・定員管理などを公表 

▼人件費の状況［平成17年度一般会計決算額］　  　       （1万円未満四捨五入） ▼ラスパイレス指数［各年4月1日現在］ 

　ラスパイレス指数は、地方公共団体の職
員構成（学歴別、経験年数別）が国と同一
であるとしたとき、国の給料額を100として
求められる数値です。 

年　　度 16 17

指　　数 95.4 96.2

  人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、
報酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も含まれています。 
  なお、嘱託員・臨時職員に支払う賃金は、人件費には含まれていません。 

歳　入　額 
歳　出　額 

A
実 質 収 支  

人　件　費 
B

人件費率 
B/A

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 

平均給与 平均給料 
区　分 

平均給料 平均年齢 平均給与 平均年齢 

久御山町 

国 

▼職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢［平成18年4月現在］ 

　給料とは、扶養手当などの諸手当を含まないもので、いわゆる本給です。 
　給与とは、給料と諸手当の合計額です。ただし、国の「平均給与」には特殊勤務手当、通
勤手当および超過勤務手当等の実費弁償または実績支給である給与を含んでいません。 

久　　御　　山　　町 

176,800円 

142,800円 

185,300円 

149,500円 

国 

170,200円 

138,400円 

区　　　分 

大　　学　　卒 

高　　校　　卒 

178,600円 

144,100円 

初　任　給 2年経過後 初　任　給 2年経過後 

　初任給は、卒業後ただちに採用された場合の給料額です。 

▼一般行政職の初任給［平成18年4月現在］ （月額） 

（月額） 

経験年数10年 

237,300円 

199,800円 

経験年数15年 

283,200円 

237,300円 

経験年数20年 

317,800円 

266,900円 

区　　　分 

大　　学　　卒 

高　　校　　卒 

▼一般行政職の経験年数別給料［平成18年4月現在］ 

　本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。 

1級 2級 3級 4級 5級 6級 計 区　分 

部　　長 

課　　長 

課長補佐 

係　　長 

主　　査 

主　　事 

主 事 補  

職員数計 

構 成 比  

 

 

 

 

 

 

12人 

12人 

9.2％ 

 

 

 

 

 

8人 

 

8人 

6.1％ 

 

 

 

2人 

14人 

15人 

 

31人 

23.7％ 

 

 

27人 

17人 

9人 

4人 

 

57人 

43.5％ 

 

18人 

 

 

 

 

 

18人 

13.7％ 

5人 

 

 

 

 

 

 

5人 

3.8％ 

5人 

18人 

27人 

19人 

23人 

27人 

12人 

131人 

100％ 

▼一般行政職の級別職員数の状況［平成18年4月現在］ 

3646万円 支　　給　　総　　額 

198,173円 
支給対象職員１人当たりの 
平　均　支　給　年　額 

　給与費は、一般職の職員のみの金額で、
共済費・退職手当組合負担金は含まれてい
ません。 
  その他の手当とは、扶養・地域・通勤・
住居・管理職・特殊勤務・時間外勤務等の
手当です。 

▼職員給与費の内訳 
　［平成18年度一般会計当初予算］ 
　　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 

▼調整手当の支給状況 
　［平成17年度一般会計決算額］ 

9％ 支  給  率 

245人 支 給 対 象 職 員 数 

― 国 の 制 度（支給率） 

373,285円 
支給対象職員1人当たりの 
平　均　支　給　年　額 

2億8148万円  
（1人当たり 
115万円）  
16.4％ 

4億3520万円  
　（1人当たり 
　　178万円） 
　　　25.3％ 

10億152万円  
（1人当たり 
411万円） 
58.3％  
 

その他の手当 

給料 
期末・ 
勤勉手当 17億1820万円 

職員 244人 

給 与 費 

平成18年4月1日現在の久御山町職員の給与などのあらましをお知らせします。 

ここに紹介する給与は、手取り額ではなく、税金や各種保険料などを差し引く前の金額です。 

68億3189万円 66億1242万円 2億602万円 22億8482万円 34.5％ 

328,477円 40.4歳 286,500円 48.4歳 381,212円 318,595円 

352,169円 45.6歳 308,400円 42.7歳 454,236円 378,821円 

▼時間外勤務手当の支給状況 
　［平成17年度一般会計決算額］ 
　　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 
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【
久
御
山
町
身
体
障
害
者
協
会
】
 

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
や
交
流
会
な
ど
を
通
し
て
、
会
員
相
互
の

交
流
の
場
を
充
実
さ
せ
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
な
基
盤
づ
く
り
を
積
極
的
に
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

【
久
御
山
ろ
う
あ
協
会
】
 

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
、
研
修
会
へ
の
参
加
、

手
話
サ
ー
ク
ル
や
山
城
地
域
の
ろ
う
あ
協
会
と
の

連
携
な
ど
、
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
服
部
浩
子
6
0
7
7
4
（
4
4
）

4
2
5
3
 

【
知
的
障
害
児
者
を
支
え
る
会
「
み
わ
の
会
」
】
 

知
的
障
害
児
者
の
保
護
者
が
、
レ
ス
パ
イ
ト
事

業
や
余
暇
支
援
活
動
、
保
護
者
同
士
の
交
流
な
ど

を
お
こ
な
い
、
地
域
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な

え
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
清
水
和
美
1
0
7
7
4
（
4
3
）

2
2
１
0
 

【
久
御
山
町
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
】
 

障
害
児
の
保
護
者
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
保
護
者
同
士
の
学
習
会
な
ど
を
通
し
て
、
将

来
に
向
け
て
地
域
で
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
片
岡
と
し
子
1
0
7
5
（
6
3
１
）

4
0
8
6

障
害
者
基
本
法
は
、
す
べ
て
の
障
害
の
あ
る
人

に
対
し
「
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊

厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有

す
る
こ
と
」
「
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
社

会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
」
こ
と
を
宣
言

す
る
と
と
も
に
、
「
何
人
も
、
障
害
者
に
対
し
て
、

障
害
を
理
由
に
し
て
、
差
別
す
る
こ
と
、
そ
の
他

の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
く
障
害
者
福

祉
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
障
害
者
週
間
は
、
１

9
8
１
年
（
昭
和
56
年
）
の
国
際
障
害
者
年
を
記

念
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
、
障
害

者
福
祉
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
障
害
者

自
身
が
、
社
会
や
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
定
め
ら
れ
、
障
害
者
週
間
に
は
、
各
地
で

啓
発
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
 

今
年
は
、
4
月
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
、
障
害
の
種
類
に
関
係
な
く
、
共
通
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
地
域
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
反
面
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
自
己
負
担
も

変
更
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
大
き
な
変

化
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
が
、
障
害
者
一
人
ひ

と
り
の
権
利
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
障
害
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
あ
ら
た
め
て
身

近
な
こ
と
か
ら
障
害
者
福
祉
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

▽
子
ど
も
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
 

大
人
が
子
ど
も
の
人
権
を
無
視
し
て
虐
待
し
た

り
、
い
じ
め
の
行
為
を
見
て
み
ぬ
ふ
り
を
し
た
り

と
い
う
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
大
切
に

し
、
悲
し
い
事
件
が
な
く
な
る
よ
う
に
大
人
が
人

権
意
識
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

▽
子
ど
も
は
正
し
く
人
権
を
理
解
し
て
い
る
で
し

ょ
う
か
 

自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
し
、
他
人
を
思
い

や
る
心
を
無
く
し
、
自
分
勝
手
な
人
間
に
な
っ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
が
人
権
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、
正
し
い
知
識
を
伝
え

る
の
は
大
人
の
役
目
で
す
。
 

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

家
庭
や
社
会
の
中
で
安
定
し
て
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

が
、
互
い
の
違
い
を
個
性
と
し
て
認
識
で
き
る
人

間
に
成
長
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
家
庭
や
社

会
全
体
で
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

人
権
と
は
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
平
等
に
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。
自

由
・
平
等
、
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
、
社
会
の
中
で
幸
福
に
生

き
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
た
権
利
で
す
。
 

し
か
し
、
現
実
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
不
当
な
暴
力
に
よ
っ
て
多
く
の

人
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

す
べ
て
の
人
々
が
、
人
権
問
題
を
自
分
自
身
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
自
己
を
尊
重
し
、
ひ
と
を
尊
重
す
る
心
を
は
ぐ
く
み
た
い
も
の
で
す
。
 

町
で
は
、
人
権
週
間
中
の
12 
月
4
日
に
、
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
、
住
民
の

み
な
さ
ん
の
人
権
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

山
城
人
権
啓
発
協
議
会
（
宇
城
久
ブ
ロ
ッ

ク
事
業
）
で
は
、
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
父

親
ラ
イ
オ
ン
と
子
ラ
イ
オ
ン
の
冒
険
と
愛
を

描
い
た
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
最
新
作
「
ラ

イ
ア
ン
を
探
せ
」
の
映
画
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
26
日
c
 

　
　
①
午
前
11 
時
〜
午
後
0
時
40
分
 

　
　
②
午
後
1
時
10 
分
〜
2
時
50
分
 

場
所
／
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
久
御
山
 

費
用
／
無
料
（
入
場
に
は
、
整
理
券
が
必
要
）
 

※
入
場
整
理
券
は
、
12 
月
5
日
c
か
ら
社
会

福
祉
課
の
窓
口
で
一
人
3
枚
ま
で
配
布
し

ま
す
。
（
先
着
順
）
 

子
ど
も
の
人
権
 

障
害
者
週
間
 

町
内
の
障
害
者
団
体
の
紹
介
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中
村
　
泰
雅
　
御
牧
小
学
校
　
3
年
 

岸
　
み
な
み
　
御
牧
小
学
校
　
3
年
 

二
木
　
悠
馬
　
御
牧
小
学
校
　
3
年
 

児
嶋
　
達
弥
　
御
牧
小
学
校
　
4
年
 

久
乗
　
有
那
　
御
牧
小
学
校
　
4
年
 

田
中
　
優
花
　
御
牧
小
学
校
　
4
年
 

田
中
　
大
貴
　
御
牧
小
学
校
　
4
年
 

酒
匂
　
晴
菜
　
佐
山
小
学
校
　
3
年
 

田
中
　
利
菜
　
佐
山
小
学
校
　
3
年
 

桐
本
　
潤
也
　
佐
山
小
学
校
　
3
年
 

田
井
　
咲
子
　
佐
山
小
学
校
　
4
年
 

荒
木
　
望
美
　
佐
山
小
学
校
　
4
年
 

東
　
ち
ひ
ろ
　
佐
山
小
学
校
　
4
年
 

高
橋
　
大
和
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

濱
野
ひ
か
る
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

鵜
ノ
口
日
向
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

江
河
　
誠
一
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

岡
田
　
紗
弥
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

井
上
志
穂
美
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

設
楽
　
侑
生
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝
 

御
牧
小
学
校
4
年
 

澤
野
　
真
吾
 

佐
山
小
学
校
4
年
 

山
下
　
将
広
 

御
牧
小
学
校
4
年
 

澤
野
　
宏
朗
 

佐
山
小
学
校
4
年
 

桑
原
　
章
憲
 

御
牧
小
学
校
4
年
 

大
宮
　
亜
季
 

東
角
小
学
校
4
年
 

永
谷
　
瑠
衣
 

佐
山
小
学
校
3
年
 

寺
田
　
渚
砂
 

東
角
小
学
校
4
年
 

宮
田
　
直
樹
 

佐
山
小
学
校
3
年
 

上
野
　
詩
織
 

東
角
小
学
校
4
年
 

長
村
　
　
燎
 

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
尾
　
　
会
長
）
で
は
、
交
通
安
全
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
を
9
月
12 
日
に
開
催
。
応
募
2
3
4
点
を
厳

正
に
審
査
し
、
優
秀
賞
10 
点
と
佳
作
20
点
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し

た
。
 

優
秀
賞
の
作
品
は
、
交
通
安
全
啓
発
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
に
印
刷

し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
贈
る
ほ
か
、
町
民
文
化
祭
や
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
久
御
山
の
会
場
で
も
展
示
し
ま
し
た
。
 

入
選
者
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。
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第31回町民文化祭が11月4日と5日の2日間、中央公

民館をメイン会場におこなわれ、秋晴れのなか大勢の人で

にぎわいました。今年は、出演の部では、コーラスをはじ

め、ダンスや田舎狂言、腹話術などが披露され、作品展で

は、絵画や陶芸、俳句、書道など各サークルや町内の児童・

生徒・園児らの力作に、来場者は立ち止まって見入ってい

ました。 

また、役場1階ロビーでは、近畿農政局巨椋池防災事務

所と町郷土史会（阪部五三夫会長）の共催で、「巨椋池立

体地図模型」や「巨椋池歴史絵巻屏風」が特別展示され、

昭和初期の作業日誌のレプリカなど巨椋池に関する貴重な

資料が展示され、注目を集めていました。 

一方、中央公民館前のふれあい広場では、ベビーカステ

ラやたこ焼き、すしなど、さまざまな模擬店が出店。体験

コーナーでは、町青少年健全育成協議会（林勉会長）によ

る手打ちうどんの体験や消防車と記念撮影なども人気を呼

んでいました。 

第7回危険業務従事

者叙勲で、津田眞也さ

ん（栄・61歳）が瑞宝

単光章を受章されまし

た。 

津田さんは、昭和39

年4月に防衛庁・陸上

自衛隊員として、中部

方面隊に勤務されて以

来、3等陸尉として54

歳で定年退職するまで

の37年間、自衛隊の業務に精励し、貢献されました。 

在職中は、地上戦闘の骨格部隊として、機動力・火力・

接近戦闘能力を有し、作戦戦闘に決着をつける重要な役割

を果たす普通科連隊に長年所属され、卒業できるのが約1

割という厳しいレンジャー訓練や日々の体力増強のための

走りこみなどをおこない、また、国内の風水害や地震など

の自然災害や火災、事故などの災害復旧のための派遣など

でも活躍されました。 

兵庫県や奈良県での災害派遣現場では、台風でがけが崩

れ、いつ住宅が崩落してもおかしくない状況での復旧作業

や山火事の消火活動など、自らの危険も顧みず業務に従事

されました。 

今回の受章は、「周りの人々の協力や支えのおかげ。特

に妻には、月の半分以上家を空けることが多く、苦労をか

けたので、これからは、私が支えていきたい」と、妻の倶

子さんが、老人福祉施設などでおこなっている腹話術の活

動を裏方で支えていきたいと、やさしく語られていました。 作品展を見学する来場者 

津田　眞也さん（栄） 中央公民館 

危険業務従事者叙勲 

災害派遣などで活躍 

第31回町民文化祭 

日ごろの成果を披露 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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職場体験学習（11月8日・消防署） 
新米・秋野菜フェア （11月3日・ジャスコ久御山店） 



稲村　光真くん 
いなむら　　みつまさ 

（平成17年9月17日生） 
お兄ちゃん大好きな光真くん 

二人仲良く元気に！！ 

佐山　父　晃一さん・母　寿美さん 

10月15日から11月14日までの受付分（敬称略） 

正
己
・
優
子
 

倶
英
・
登
巳
子
 

伸
一・
絵
理
沙
 

哲
也
・
陽
子
 

信
幸
・
磨
由
 

智
宏
・
　
幸
 

博
士
・
友
紀
子
 

岳
樹
・
か
お
り
 

勝
実
・
悦
子
 

北
川
顔
 

藤
和
田
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

市
　
田
 

田
　
井
 

　
〃
 

村
田
　
リ
サ
 

川
崎
　
志
恩
 

片
山
　
姫
来
 

青
山
　
媛
香
 

石
原
　
藍
斗
 

山
口
　
愛
夢
 

末
田
　
遥
人
 

林
　
　
美
晴
 

田
井
　
煌
輝
 

 　

し
　

お
ん
 

　

き
　
ら
 

ひ
め
　

か
 

あ
い
　

と
 

　

あ
　
ゆ
 

は
る
　

と
 

　

み
　

は
る
 

こ
う
　

き
 

 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

11月3日、佐山小学校で佐山校区青少年健全育成協議

会（　田米和会長）主催の収穫感謝祭が同校の農業体験学

校の実習生（児童）と保護者、PTA役員らが参加してお

こなわれました。 

今年6月ごろから中庭で栽培してきたさつま芋をみんな

で収穫し、焼き芋や蒸し芋にして、秋の味覚を満喫しまし

た。 

　長年にわたり福祉分

野でボランティア活動

に尽力されてこられた

丸島りつ子さん（佐山・

58歳）＝写真左＝と

クックピープル（和田

末子代表）が、このほ

どボランティア功労者

厚生労働大臣表彰を受賞されました。 

　丸島さんは、昭和60年から20年間にわたり、町内在住

の寝たきりの高齢者や障害者の方に、訪問による理髪サー

ビスをおこなってこられました。 

　また、クックピープルのみなさんは、毎月1回、手づく

りの弁当を調理して、町内のひとり暮らしの高齢者に届け

る活動を20年以上続けてこられました。今回、これらの

活動が評価され、受賞されたものです。 

芋ほりを楽しむ子どもたち 

佐山小学校 

秋の味覚を楽しむ 

農業体験学校収穫感謝祭 
丸島　りつ子さん・クックピープル 

ボランティア活動に尽力 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
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戦没者追悼式（11月14日・中央公民館） 親子サロン（11月20日・保健センター） 

こどもおんがく
かい（11月10日

・中央公民館）
 

厚生労働大臣表彰を受賞 

輪
木
　
忠
保
 

平
井
　
康
一
 

上
田
　
峰
久
 

馬
場
　
將
文
 

薮
本
　
将
史
 

中
西
　
淳
一
 

北
村
　
俊
樹
 

梅
川
　
輝
晃
 

藤
和
田
 

島
　
田
 

坊
之
池
 

東
一
口
 

野
　
村
 

　
林
 

　
栄
 

　
〃
 

輪
木
　
寿
子
 

平
井
　
美
香
 

上
田
　
岐
味
 

馬
場
　
里
香
 

薮
本
　
佳
子
 

中
西
　
沙
里
 

北
村
　
依
子
 

梅
川
　
靖
子
 



生
ま
れ
る
喜
び
・
育
て
る
楽
し
さ
・
広
が
る
明
る
い
未
来
へ
。 

町
で
は
、
平
成
21

年
を
展
望
し
た
「
次

世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、

未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
心
身
と
も

に
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
、
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
の
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
「
生
ま
れ
る
喜
び
・
育
て
る
楽
し
さ
・

広
が
る
明
る
い
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
育
て
支

援
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

そ
の
な
か
で
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
に
つ
い

て
、
計
画
目
標
値
を
設
定
し
て
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
 

  御
牧
保
育
所
で
は
、
在
宅
で
保
育
し
て
い
る
保

護
者
が
、
緊
急
時
等
に
家
庭
で
保
育
が
困
難
と
な

っ
た
と
き
の
一
時
保
育
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  「
親
子
サ
ロ
ン
」
を
週
3
日
開
設
す
る
と
と
も

に
月
2
回
、
10 
か
月
ぐ
ら
い
ま
で
の
乳
児
を
対
象

に
「
み
る
く
サ
ロ
ン
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

  平
成
20
年
度
の
開
設
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
 

  満
3
か
月
か
ら
10 
歳
の
児
童
を
対
象
に
一
時
的

に
託
児
を
必
要
と
す
る
人
が
利
用
で
き
る
制
度
で
、

登
録
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
利
用
し
や
す
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
 

  放
課
後
に
子
ど
も
だ
け
と
な
る
家
庭
の
小
学
4

年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
3
小
学
校
区
す
べ
て

で
、
時
間
延
長
を
お
こ
な
い
、
仲
よ
し
学
級
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
 

   京
都
き
づ
川
病
院
で
保
育
所
・
幼
稚
園
児
の
病

後
児
保
育
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  3
保
育
所
で
保
育
に
欠
け
る
児
童
に
つ
い
て
、

待
機
児
童
を
出
さ
ず
全
員
入
所
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

  3
保
育
所
で
午
前
7
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま

で
の
延
長
保
育
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

町では、無秩序な開発を防止し、計画的な市街地整備を
進めるために、都市計画区域を市街化区域と市街化調整区
域に区分しています。この区域区分は、土地利用の動向や
社会経済情勢の変化などをふまえ、計画的で良好なまちづ
くりがさらに進められるよう、現在、京都府南部地域では、
京都府と各市町で一斉に見直し作業をおこなっています。 
第4次総合計画や都市計画マスタープランの土地利用構

想に基づき、第二京阪道路や京滋バイパスなど、新たに開

通した広域幹線道路の整備効果を生かすため、自然環境や
農業との調和を図りながら見直しをおこないます。 
そのなかで、広域幹線道路と市街化区域とに挟まれた市
街化調整区域である次の3地区について、市街化区域への
編入について、地区のみなさんとともに検討を進めていま
す。今後は、今年度末ごろから都市計画決定の手続きに入
り、最終的な変更の決定は平成19年度後半の予定です。 
問い合わせ／都市計画課 

市街化区域編入見直し地区 

①森中内・相島東地区 ②森南大内地区 ③佐山中道・美ノヶ薮地区 

3地区で都市計画の区域区分を見直し 

見直し地区 

市街化調整区域 

市
街
化
調
整
区
域
 

市街化区域 

市街化区域 

見直し地区 

市街化調整区域 

市街化区域 

見直し地区 
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  下
津
屋
の
横
断
歩
道
の
白
線
が
は
げ
て
、
通
行

が
心
配
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学
で

き
る
よ
う
に
、
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
津
屋
・
男
性
）
 

  横
断
歩
道
の
管
理
は
、
警
察
（
宇
治
警
察
署
）

が
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
津
屋
の

横
断
歩
道
に
つ
い
て
も
、
安
全
確
保
の
た
め
早
急

に
白
線
の
引
き
直
し
を
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
監
理
課
】
 

   広
報
く
み
や
ま
の
「
こ
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

子
ど
も
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
毎
月
、
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
残
念
な
の
が
白
黒
で
あ
る
こ
と
で
す
。
「
評
」

に
も
色
使
い
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
カ
ラ
ー

刷
り
に
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
白
黒
で
す
と

作
品
の
良
さ
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
（
林
・
男
性
）
 

  こ
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
3
小
学
校
と
久

御
山
中
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
毎
月
15 
日

号
に
書
道
や
絵
画
、
作
文
な
ど
の
作
品
と
講
評
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

通
常
、
広
報
紙
は
2
色
で
印
刷
し
て
い
ま
す
が
、

年
間
2
回
、
１
日
号
は
表
紙
と
裏
表
紙
の
み
カ
ラ

ー
印
刷
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
カ
ラ
ー
印
刷

は
経
費
が
高
く
、
15 
日
号
を
毎
月
カ
ラ
ー
印
刷
す

る
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
状
況
で
す
。
 

掲
載
し
た
作
品
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
覧

い
た
だ
く
た
め
、
中
央
公
民
館
に
１
か
月
間
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
色
合
い
も
含
め
た
作
品
全
体

の
講
評
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
素
晴
し
い
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
広
報
行
政
課
】
 

   役
場
で
町
の
特
産
品
の
野
菜
や
漬
物
な
ど
を
販

売
し
て
く
だ
さ
い
。
来
庁
時
に
買
っ
て
帰
れ
る
よ

う
に
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
（
匿
名
）
 

  役
場
庁
舎
内
で
は
、
物
品
販
売
は
お
こ
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
 

町
で
は
、
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
の
駐
車
場
内
の

農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」
で
、
地
元
で
と
れ

た
新
鮮
な
野
菜
や
米
、
漬
物
な
ど
の
商
品
を
揃
え

て
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
産
業
課
】
 

 エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
ま
で
5
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き
ま
し

た
障
害
者
自
立
支
援
法
も
、
今
号
で
終
わ
り
ま
す
。
 

今
回
は
、
町
と
府
が
協
調
し
て
実
施
し
て
い
る

利
用
者
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

　
利
用
者
負
担
の
軽
減
 

自
己
負
担
は
、
利
用
さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

自
立
支
援
医
療
、
補
装
具
の
購
入
・
修
理
の
基
準

額
等
の
１
割
で
す
。
 

し
か
し
、
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

国
の
制
度
で
所
得
に
応
じ
て
利
用
者
負
担
の
上
限

月
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
町
と
府
が
協
調
し
て
在
宅
で
生
活
さ
れ

て
い
る
収
入
の
低
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
階
層
を

細
分
化
し
、
国
よ
り
も
低
い
負
担
上
限
月
額
を
設

定
し
、
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す

（
3
年
間
の
暫
定
措
置
）。 

１
．
重
複
利
用
の
場
合
の
軽
減
策
 

サ
ー
ビ
ス
を
重
複
利
用
し
て
い
る
人
の
負
担
が

重
く
な
ら
な
い
よ
う
、
町
と
府
が
協
調
し
て
左
表

の
負
担
上
限
月
額
を
設
定
し
、
負
担
の
軽
減
を
図

っ
て
い
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上
限
月
額
い
っ
ぱ
い
使
っ

て
い
る
人
が
、
車
イ
ス
な
ど
の
補
装
具
の
給
付
を

受
け
た
場
合
、
本
来
１
割
の
自
己
負
担
が
必
要
で

す
が
、
町
と
府
の
負
担
軽
減
措
置
や
、
こ
の
総
合

上
限
月
額
の
対
象
と
な
り
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

2
．
施
設
入
所
の
知
的
障
害
児
（
者
）
の
軽
減
策
 

施
設
入
所
の
知
的
障
害
児
（
者
）
で
、
福
祉
医

療
制
度
（
障
害
等
級
Ａ
）
の
対
象
と
な
ら
な
い
人

は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
原
則
3
割
負
担
に
な

り
ま
し
た
が
、
町
と
府
が
協
調
し
て
、
負
担
が
急

に
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
所
得
に
応
じ
て
自
己

負
担
を
１
割
に
軽
減
し
ま
す
。
領
収
書
を
添
え
て
、

町
社
会
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

3
．
自
立
支
援
医
療
 

こ
れ
ま
で
の
更
生
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神
通

院
医
療
が
、
自
立
支
援
医
療
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
利
用
者
に
は
町

の
制
度
上
、
自
己
負
担
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

 詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4
（
5
5
）

5
9
8
１
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
⑥
 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
⑥
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
横
断
歩
道
の
白
線
が
は
げ
て
い
ま
す
。 

改
善
し
て
く
だ
さ
い
 

A
安
全
確
保
の
た
め
、
 

早
急
に
要
望
し
ま
す
 

A
カ
ラ
ー
印
刷
は
経
費
が
高
く
、
 

大
変
難
し
い
状
況
で
す
 

Q
広
報
15
日
号
の
こ
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
を
 

カ
ラ
ー
印
刷
に
で
き
ま
せ
ん
か
 

Q
町
の
特
産
品
を
 

役
場
で
販
売
し
て
く
だ
さ
い
 

A
農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

市
町
村
民
税
非
課
税
 

市
町
村
民
税
課
税
 

0円 

7,500円 

12,300円 

18,600円 

37,200円 

給付対象外 

市町村民税所得 
割4万円以上 

市町村民税所得 
割4万円未満 

市町村民税所得 
割50万円以上 

障害基礎年金1  
級および特別障 
害者手当のみ 

収入が年間80万 
円（障害基礎年 
金2級相当）以 
下 

生活保護 

所得階層区分 総合上限月額 

上記以外 
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の

内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

一新される古川橋の架け替え工事 

バス停シリーズ 

　　　　林 18

   栄
養
は
、
不
足
し
て
も
過
剰
に
な
っ
て
も
体
に

影
響
を
与
え
、
疾
患
が
生
じ
る
一
因
と
な
り
ま
す
。
 

質
・
量
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

   
◆
減
塩
は
生
活
習
慣
病
予
防
の
第
1
歩
 

体
に
必
要
な
食
塩
量
は
１
日
１
㌘
で
す
。
し
か

し
、
日
本
人
は
一
人
あ
た
り
平
均
11 
㌘
摂
取
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
人
の
食
習
慣
を
考
慮
し

た
一
人
あ
た
り
１
日
の
食
塩
摂
取
目
標
量
は
、
男

性
で
10 
㌘
未
満
、
女
性
は
8
㌘
未
満
で
す
。
 

食
塩
を
と
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
血
管
を
収
縮
さ

せ
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
す

る
た
め
に
水
分
を
摂
取
し
た
場
合
、
腎
臓
や
心
臓

に
負
担
が
か
か
り
、
こ
れ
も
血
圧
の
上
昇
を
招
き

ま
す
。
血
圧
が
上
が
る
と
心
臓
の
筋
肉
が
肥
大
し
、

ま
た
、
血
中
の
酸
化
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
管
の

内
側
に
取
り
込
ま
れ
、
動
脈
硬
化
や
脳
血
管
障
害

を
誘
発
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

◆
塩
分
を
無
理
な
く
減
ら
す
工
夫
を
！
 

食
塩
は
「
舌
な
れ
」
の
問
題
が
大
き
い
の
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
す
。
塩
の
量
を
減
ら
し
て

い
く
と
2
週
間
程
度
で
薄
味
が
お
い
し
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
食
べ
物
の
表
面
は
味
を
濃
く
、
内
部
を

薄
味
に
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
煮
物
な
ど

は
、
だ
し
汁
で
煮
込
み
、
最
後
に
味
を
整
え
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
。
 

食
塩
を
と
り
過
ぎ
た
場
合
、
身
体
に
悪
影
響
を

与
え
る
の
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、

カ
リ
ウ
ム
と
一
緒
に
体
外
に
排
せ
つ
さ
れ
る
の
で
、

食
塩
の
多
い
物
を
食
べ
る
と
き
は
、
カ
リ
ウ
ム
を

多
く
含
む
食
べ
物
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
味

噌
汁
の
具
に
、
わ
か
め
や
芋
類
、
野
菜
を
入
れ
て

具
だ
く
さ
ん
に
し
た
り
、
リ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ
な
ど

の
果
物
を
デ
ザ
ー
ト
に
す
る
と
い
っ
た
工
夫
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

ま
た
、
食
べ
る
と
き
の
工
夫
と
し
て
、
麺
類
の

汁
を
全
部
飲
み
ほ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、

醤
油
や
ソ
ー
ス
な
ど
の
調
味
料
は
、
味
付
け
を
み

て
か
ら
、
薄
い
と
き
だ
け
か
け
る
よ
う
に
習
慣
付

け
れ
ば
塩
分
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◆
食
塩
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
関
係
は
？
 

食
塩
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
で
表
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
数
値
に
2
・
5
4
を
掛
け
た
も
の
が
食
塩
の

相
当
量
に
な
り
ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
4
0
0
㍉

㌘
と
表
示
さ
れ
て
い
て
も
食
塩
に
換
算
す
る
と
１

㌘
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
も

塩
味
の
し
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
保
存
食
に
使

わ
れ
る
リ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
化
学
調
味
料
に
使

わ
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
そ
の
代
表

で
す
。
と
り
過
ぎ
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

6No.

林バス停は、昭和4年の路線図にあり、京阪宇治や国鉄
新田方面に向けて当時から運行されていたことがわかりま
す。現在では、平日にジャスコ久御山店前行の巡回バスが
9便、京阪淀駅方面と宇治車庫（京阪宇治駅）方面を合わ
せた路線バスが144便運行されています。 
現在、林バス停の近くでは、京都府が古川改修事業の一

つとして、府道宇治淀線の古川橋の架け替え工事を進めて
います。現在の古川橋は、昭和34年度に造られたもので老
朽化も著しく、新しい橋は幅員を16.7㍍（約3㍍の拡幅）
とすることで、歩行者等の安全確保をはじめ、府道宇治淀
線の交通安全性が高まります。工事は、平成19年春に完成
する予定で、架け替え後は、巡回バスも通行しやすくなり
ます。 
さて、今年も早いもので終わりを迎えようとしています。
林には、西林寺というお寺があり、大晦日には煩悩を払う
ため、百八つの除夜の鐘が打ち鳴らされます。 
400年を超える西林寺の長い歴史のなかには、戦時中の
金属回収令により、釣り鐘の供出を余儀なくされるなど、
苦難の時代がありました。現在の釣り鐘は3代目で、昭和
52年に檀家のみなさんが寄進されたもので、以降絶える
ことなく、大晦日の夜には、善男善女のつく鐘の音が周辺
にこだましています。ゆく年、くる年、除夜の鐘から初詣
でへと、日本の伝統行事が継承されていきます。 
問い合わせ／都市計画課 

みそ か 
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日
本
で
は
、
数
少
な
い
も
の
の
、
全
国
的

に
生
息
す
る
留
鳥
で
す
。
秋
か
ら
春
に
か
け

て
巨
椋
池
干
拓
田
や
そ
の
周
辺
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

大
き
さ
は
約
50
㌢
。
カ
ラ
ス
ぐ
ら
い
で
、

雌
雄
ほ
ぼ
同
色
で
す
。
背
面
は
褐
色
、
翼
の

上
面
は
淡
い
灰
色
の
羽
縁
が
点
々
と
斑
状
に

あ
り
、
腹
と
わ
き
腹
は
褐
色
ま
た
は
茶
褐
色

で
、
足
は
黄
色
で
す
。
 

農
耕
地
な
ど
の
開
け
た
一
定
の
採
食
場
に

出
て
き
て
、
帆
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
、

地
上
の
ネ
ズ
ミ
や
小
鳥
を
狙
い
、
獲
物
を
見

つ
け
る
と
翼
を
す
ぼ
め
て
急
降
下
し
、
地
表

寸
前
で
翼
を
広
げ
て
、
名
前
の
と
お
り
野
を

す
る
よ
う
に
低
く
飛
び
、
獲
物
を
押
さ
え
込

み
ま
す
。
 

鳴
き
声
は
、
「
ピ
ー
エ
ー
」
と
尻
下
が
り

に
鳴
き
ま
す
。
 

※
帆
翔
…
翼
を
広
げ
た
ま
ま
羽
ば
た
か
ず
に
、

上
昇
気
流
を
利
用
し
て
飛
ぶ
こ
と
。
 

　
滑
翔
…
数
回
羽
ば
た
い
た
後
に
、
翼
を
広

げ
て
滑
る
よ
う
に
飛
ぶ
こ
と
。
滑

空
飛
行
の
こ
と
。
 

内
職
商
法
と
は
、
「
在
宅
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
で

高
収
入
を
」
や
「
資
格
・
技
術
を
身
に
つ
け
て
在

宅
ワ
ー
ク
」
な
ど
を
う
た
い
文
句
に
、
契
約
す
れ

ば
仕
事
を
紹
介
す
る
と
勧
誘
し
、
実
際
は
高
額
な

教
材
や
内
職
材
料
を
売
り
つ
け
る
と
い
っ
た
商
法

で
す
。
 

内
職
商
法
で
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
や
デ
ー
タ
入
力
、
あ
て
名
書
き
な
ど
の

職
種
で
す
。
多
く
の
場
合
、
教
材
を
購
入
す
る
こ

と
が
仕
事
を
始
め
る
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

教
材
を
使
っ
て
テ
ス
ト
を
受
け
、
合
格
す
れ
ば
仕

事
が
も
ら
え
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

テ
ス
ト
は
、
国
家

試
験
や
公
的
試
験
の

場
合
も
あ
れ
ば
、
業

者
独
自
の
試
験
の
場

合
も
あ
り
、
満
足
の

い
く
仕
事
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
に
は
、

相
当
難
し
い
試
験
に

合
格
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

ま
た
、
合
否
の
基
準
が
明
確
に
さ
れ
ず
、
実
際

に
一
人
も
合
格
者
を
出
し
て
い
な
い
悪
徳
業
者
が

摘
発
さ
れ
る
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。
 

内
職
商
法
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間

は
20
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
悪
質
な
業
者
は
、

契
約
時
に
「
解
約
は
で
き
ま
せ
ん
」
な
ど
と
言
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
が
で
き
ま
す
。
 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、
相
手
の
承
諾
は
必
要
な

く
、
こ
ち
ら
か
ら
の
一
方
的
な
通
知
の
み
で
適
用

さ
れ
ま
す
。
「
解
約
し
た
い
の
で
す
が
…
」
と
い

う
よ
う
に
業
者
に
電
話
を
か
け
る
と
、
「
上
司
と

相
談
し
て
折
り
返
し
電
話
し
ま
す
」
な
ど
と
言
っ

て
、
そ
の
ま
ま
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
る

ま
で
連
絡
を
し
て
来
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
業
者

も
い
る
よ
う
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

内
職
商
法
は
、
「
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
け
ど
、

子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
ち
ょ
っ
と
…
」
「
内
職
で

も
し
て
家
計
の
足
し
に
…
」
と
い
う
よ
う
な
人
が

被
害
に
遭
い
や
す
い
も
の
で
す
。
内
職
を
す
る
と

き
は
、
仕
事
内
容
や
報
酬
等
の
条
件
を
明
記
し
た

「
家
内
労
働
手
帳
」
を
交
付
し
て
く
れ
る
業
者
と

契
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
高齢者の自転車による死亡事故のなかには、前

かがみの姿勢で運転していたために、事故に遭う
場合が少なくありません。 
年齢とともに脚力は確実に衰えていますので、

自転車のペダルをこぐと、無意識のうちに上体が
前傾し、視線を直前の路面に落とした姿勢で運転
することが多くなるため、視野が狭くなって、交
差点に気づくのが遅れたり、信号や一時停止の標
識を見落としたりすることが多いのです。 
自転車を利用することの多い高齢者は、できれ

ば脚力に負担がかからず、多少の上り坂でも楽々
進行できる電動アシスト機能付きの自転車などを
利用すると交通事故防止に有効です。 
自転車で歩道を通行しているときは、特に、視

線が直前の足元に傾きやすいので要注意です。歩
道を通行中の自転車による事故といえば、自転車
が歩行者に衝突する事故を思い浮かべる人が多い
かもしれませんが、実際には、そうした事故はわ
ずかで、圧倒的に多いのは車との衝突事故です。 
歩道を通行していて、なぜ、車に衝突するかと

いうと、車に対する警戒心が乏しいうえに、歩行
者と衝突しないよう、
速度もあまり出さずふ
らつきやすくなり、余
計に背中を丸めて、視
線を直前の足元に落と
した前傾の姿勢で通行
する結果、歩道を横切
る車に対する注意を欠
いてしまうからです。 
問い合わせ／監理課 

99

内 職 商 法  

42

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.9

自転車の運転姿勢 

ノ
ス
リ 

（
タ
カ
目
タ
カ
科
） 

※
は
ん
し
ょ
う
　※
か
っ
し
ょ
う
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

今
月
は
、
お
も
て
な
し
料
理
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

松
本
忠
子
著
 

一
の
重
か
ら
与
の
重
ま
で
、
お
い
し
い
お
せ
ち
の
作
り
方
、
お
せ

ち
に
添
え
た
い
ご
ち
そ
う
な
ど
、
全
品
写
真
つ
き
で
詳
し
く
紹
介
 

「
お
せ
ち
と
年
末
年
始
の
お
も
て
な
し
」
 

岩
崎
啓
子
著
 

初
め
て
家
で
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
を
作
る
人
に
、
目
的
別
、
人
数
別

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
ま
で
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
 

「
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」
 

有
元
葉
子
著
 

ク
リ
ス
マ
ス
や
誕
生
日
な
ど
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
初
め
て
料
理
を
す

る
人
に
、
喜
ば
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
作
り
方
を
多
数
紹
介
 

「
新
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
全
集
⑥
　

パ
ー
テ
ィ
ー
･
ク
ッ
キ
ン
グ
」
児
童
書
 

服
部
幸
應
・
服
部
津
貴
子
著
 

ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
や
グ
ラ
タ
ン
、
サ
ラ
ダ
な
ど
20
種
類
の
お
い
し

い
料
理
の
作
り
方
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
な
り
た
い
な
、料
理
の
名
人
⑥
　
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」
児
童
書
 

「
お
も
て
な
し
料
理
」
 

お
は
な
し
会
 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
23
日
-
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

★
狼
花
 

（
大
沢
在
昌
著
） 

日
本
国
の
あ
り
方
を
問
う
大
事
件
の

発
端
は
、
新
宿
中
央
公
園
で
の
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
人
同
士
の
さ
さ
い
な
喧
嘩
だ
っ

た
。
 

★
ね
ず
み
く
ん
と
シ
ー
ソ
ー
 

（
上
野
紀
子
絵
） 

ぞ
う
さ
ん
と
シ
ー
ソ
ー
で
遊
び
た
い

ね
ず
み
く
ん
で
す
が
、
シ
ー
ソ
ー
は
び

く
と
も
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
友
だ
ち

を
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

★
お
ば
け
の
ジ
ョ
ー
ジ
ー
 

　
と
も
だ
ち
を
た
す
け
る
 

（
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ト
作
・
絵
） 

ジ
ョ
ー
ジ
ー
は
、
は
ず
か
し
が
り
や

の
小
さ
な
お
ば
け
。
ジ
ョ
ー
ジ
ー
と
な

か
よ
し
の
動
物
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
楽

し
い
物
語
 

★
都
と
京
 

（
酒
井
順
子
著
） 

日
本
人
は
ど
う
し
て
京
都
に
ひ
か
れ

る
の
か
。
京
都
と
東
京
の
違
い
を
言
葉
・

料
理
・
土
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
考
え
る
。
 

作り方  
 
①　エビは茹でて皮をむきます。枝豆
も色よく茹で薄皮をむいておきます。 

②　ラップ22㌢角4枚の中央にサラダ
油を薄くぬり、小さめの湯呑みに敷
いて、中央をくぼませます。 

③　②の中に卵を1個ずつ割りいれて、
エビ・枝豆を散らして、ラップの端
を閉じて、茶きん包みにして輪ゴム

で止めます。 
④　沸騰したお湯で③を8～10分（卵
が半熟程度）茹でたあと、氷水に取
り、冷やします。 

⑤　鍋に吸い地の材料を入れ、中火に
かけます。沸騰したら弱火にして1
～2分煮て冷やしておきます。 

⑥　④のラップをはずし、器に入れて、
吸い地を注ぎ、柚子の皮を天盛にし
て出来上がりです。 

卵 
エビ（小） 
枝豆 
柚子 

････････････････････････････4個 
･･････････････････････8尾 

･･･････････････････････約20粒 
･････････････････････････ 少々 

サラダ油 
―吸い地―　みりん 
　　　　　　醤油 
　　　　　　だし汁 

･････････････････････少々 
･････････大さじ2 
･･･････････大さじ2 
･･････････300cc

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（4人分） 

148㌔カロリー／1人分 

卵の茶きん 

95

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

4
日
b
・
11
日
b
・
18
日
b
・
25
日
b

28
日
e
〜
1
月
4
日
e

み
や
こ
　
み
や
こ
 

ゆ 

ゆ　ず 
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久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
の
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
と
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

政
治
・
選
挙
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

研
修
会
を
開
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
13 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分
 

場
所
／
城
陽
市
立
寺
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3
階
会
議
室
 

内
容
／
①
講
演
　
演
題
「
投
票
行
動
と
地
域
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
」
　
講
師
…
立

命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
　
津
止
正
敏
教
授
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
広
報
行
政
課
内
）
へ
。
電
話
可
 

 
 い

き
い
き
ホ
ー
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使

っ
て
、
介
護
予
防
プ
ロ
ブ
ラ
ム
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
19 
日
、
平
成
19 
年
１
月
9
日
、
16 
日
、

23
日
、
30
日
　
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
午
前
10 

時
〜
正
午
 

会
場
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

          定
員
／
先
着
20
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
午
前
10 
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
間

に
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
へ
本
人
が
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
原
則
１
人
１
日
で
す
が
、

複
数
日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。
 

※
地
域
の
公
会
堂
等
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
出

張
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

  
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
介
護
予
防
教
室
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

初
心
者
も
安
心
で
す
。
指
導
員
と
ゆ
っ
く
り
体

力
や
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
 

日
程
／
平
成
19 
年
１
月
8
日
-
〜
3
月
25
日
a
 

対
象
／
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人
 

募
集
教
室
／
①
腰
痛
改
善
体
操
　
②
膝
痛
ら
く
ら

く
体
操
　
③
骨
盤
バ
ラ
ン
ス
体
操
　
④
ボ
ー

ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　
⑤
は
じ
め
て
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
　
⑥
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
　
⑦
青

竹
ビ
ク
ス
　
⑧
チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　
⑨

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
体
操
　
⑩
簡
単
マ
ッ
ト
体

操
等
　
⑪
久
御
山
い
き
い
き
体
操
 

※
各
教
室
と
も
週
１
回
・
11 
回
コ
ー
ス
、
曜
日
・

日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

定
員
／
各
10 
人
（
定
員
を
超
え
る
教
室
は
、
先
着

順
で
は
な
く
抽
選
と
な
り
ま
す
）
抽
選
期
間

は
、
12 
月
19 
日
c
か
ら
24
日
a
で
す
。
抽
選

の
場
合
は
連
絡
し
ま
す
。
 

費
用
／
満
60
歳
以
上
　
１
回
１
0
0
円
、
満
60
歳

未
満
　
１
回
2
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12 
月
5
日
c
か
ら
17 

日
a
の
午
前
10 
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
、

同
ホ
ー
ル
へ
本
人
が
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
１
人
2
教
室
ま
で
で
す
。

電
話
不
可
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
認
知
症
を
理
解
し
、
地
域
で
支
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
 

費
用
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
22
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

演
題
／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜
地
域
の

一
員
と
し
て
の
役
割
〜
 

　
　
講
師
…
全
国
社
会
福
祉
士
会
副
会
長
　
中
川

る
み
さ
ん
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。
 

   
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
児

童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
17 
日
a
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3

時
15 
分
 

場
所
／
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
久
御
山
、
総
合
体
育
館
 

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
人
と
そ

の
保
護
者
 

内
容
／
映
画
、
人
形
劇
・
ゲ
ー
ム
ほ
か
 

費
用
／
大
人
4
0
0
円
・
子
ど
も
2
0
0
円
 

申
し
込
み
／
12 
月
11 
日
b
ま
で
に
地
域
の
民
生
児

童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

  
町
に
は
、
現
在

１
9
5
人
（
女
性

10 
人
含
む
）
の
消

防
団
員
が
お
ら
れ

ま
す
。
 

消
防
団
は
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」

を
基
本
理
念
に
、

火
災
の
発
生
時
の

消
火
活
動
や
飛
火

の
警
戒
、
地
震
災

害
時
の
救
助
や
避

難
誘
導
、
大
雨
に
よ
る
水
防
活
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る

災
害
で
、
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
献
身

的
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
平
常
時
に
は
火
災
予
防
の
広
報
活
動
や

防
火
訪
問
、
災
害
に
備
え
て
消
防
ポ
ン
プ
の
放
水

点
検
や
訓
練
を
重
ね
て
、
技
能
・
体
力
の
向
上
に

努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
近
年
、
消
防
団
へ
の
入
団
希
望
者
が

減
少
し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
消

防
団
活
動
の
ご
理
解
と
、
特
に
若
い
人
の
入
団
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

図
書
館 

白
バ
ラ
研
修
会
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
出
張
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

介
護
予
防
教
室
 

福
祉
講
演
会
 

消
防
団
に
入
団
し
て
く
だ
さ
い
 

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
 

整理体操など 

「サッソウいきいき体操」 
バランスディスク等を利用し 
たグループレッスン 

内　　　　容 時間 

15分 

45分 

45分 

15分 

血圧測定・問診・準備体操など 

「元気ハツラツトレーニング」 
高齢者向けの運動機器を使用 
したトレーニング 
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122006
December

12月11日～31日　年末の交通事故防止府民運動 



  
府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
難
病
患
者
や
そ
の
家

族
を
対
象
に
難
病
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
6
日
d
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
（
宇
治
市
宇
治
若
森
）

　
母
子
コ
ー
ナ
ー
 

対
象
／
神
経
系
難
病
患
者
や
そ
の
家
族
 

※
神
経
系
難
病
と
は
…
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発

性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力

症
な
ど
 

内
容
／
①
手
芸
「
自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
！
干
支

作
品
〜
い
の
し
し
編
〜
」
　
②
交
流
会
「
１

年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
」
　
講
師

…
大
谷
壽
美
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
（
材
料
費
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
保

健
室
感
染
症
・
難
病
担
当
1
0
7
7
4
（
2

１
）
2
9
１
１
へ
。
 

     
今
年
中
に
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊

さ
れ
た
人
は
、
至
急
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
 

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
取

り
壊
し
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
家
屋
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
固
定
資
産
税
な
ど
を
課
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
お
宅
に
は
、

家
屋
の
評
価
（
調
査
）
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  ▼
納
め
忘
れ
の
税
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

町
で
は
、
公
正
な
税
秩
序
を
図
る
た
め
、
12 
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
滞
納
整
理
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め

忘
れ
の
税
金
が
な
い
か
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
 

▼
12 
月
の
納
税
 

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
…
第
4
期
 

・
国
民
健
康
保
険
税
…
第
7
期
 

納
期
限
／
平
成
19 
年
１
月
4
日
e
 

▼
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
今
年
分
の
所
得
（
平
成
19 
年
2
月
か
ら
3
月
申

告
分
）
か
ら
農
業
所
得
標
準
に
よ
る
申
告
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
収
支
内
訳
書
に
よ
る
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
販
売
や
資
材
購
入

時
の
領
収
書
や
記
帳
が
必
要
で
す
。
申
告
時
期
が

近
づ
き
ま
す
と
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
早
め
に
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
宇
治
税
務
署
で
は
、
決
算
説
明
会
と
農
業
所
得

説
明
会
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

▼
白
色
申
告
決
算
説
明
会
 

日
時
／
12 
月
11 
日
b
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
40
分
 

場
所
／
宇
治
商
工
会
議
所
（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
45

の
13 
）
 

▼
青
色
申
告
決
算
説
明
会
 

日
時
／
12 
月
11 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
宇
治
商
工
会
議
所
 

▼
農
業
所
得
説
明
会
 

日
時
／
①
12 
月
6
日
d
　
②
12 
月
7
日
e
　
い
ず

れ
も
午
後
１
時
〜
3
時
 

場
所
／
①
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
　

城
陽

支
店
（
城
陽
市
寺
田
中
大
小
１
3
7
）
　
②

同
組
合
本
店（
京
田
辺
市
田
辺
鳥
本
１
の
2
） 

※
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
城
陽
支
店
は
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4（
4
4
）

4
１
4
１
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
１
日
f
・
15 
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

   
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
会
員
同
士
の
交

流
や
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

新
規
会
員
の
た
め
の
説
明
会
と
登
録
も
お
こ
な

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
12 
月
10 
日
a
　
午
前
10 
時
30
分
〜
正
午
 

場
所
／
中
央
公
民
館
和
室
 

対
象
／
ま
か
せ
て
会
員
…
町
内
在
住
で
、
原
則
自

宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
 

 
 
お
ね
が
い
会
員
…
町
内
在
住
で
、
満
3
か
月

か
ら
10 
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
の
保
護
者
 

内
容
／
交
流
会
…
腹
話
術
と
マ
ジ
ッ
ク
　
津
田
倶

子
さ
ん
、
茶
話
会
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
献
血
は
、
16 
歳
か
ら

69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身

近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し
な
い

人
や
滞
在
さ
れ
た
国
に
よ
っ
て
、
献
血
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１

１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
6
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
ち

ら
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は

い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
12 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
各
保
育
所
 

内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

 
 
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

 
 
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

 
 
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6

え
　
と
 

難
病
交
流
会
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
 

交
流
会
＆
説
明
会
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

家
屋
の
取
り
壊
し
申
告
 

町
税
等
の
納
付
 

農
業
所
得
の
申
告
準
備
 

決
算
説
明
会
・
農
業
所
得
説
明
会
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社会を明るくする運動 
標語入選作品＝敬称略＝ 
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町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
第
26
回
青

少
年
の
主
張
発
表
会
を
開
き
ま
す
。
 

当
日
は
、
次
の
小
・
中
・
高
校
生
12 
人
が
、
体

験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。
多

数
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
9
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

               
国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
回

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、
今
月
か
ら
は
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
不
要
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
の
人
は
今
後
も
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
 

①
外
国
に
居
住
し
て
い
る
人
 

②
外
国
籍
の
人
 

③
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本
人
基
本
情
報

と
住
民
基
本
台
帳
の
情
報
が
異
な
る
人
 

ま
た
、
次
の
場
合
は
、
以
下
の
届
け
が
必
要
で

す
。
 

・
加
給
年
金
額
を
受
け
て
い
る
人
は
「
生
計
維
持

確
認
届
」
 

・
障
害
状
態
の
確
認
が
必
要
な
人
は
「
診
断
書
」

提
出
が
必
要
な
人
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
か
ら
各
届
出
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
1
0
5
7
0

（
0
7
）
１
１
6
5
、
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
、
住

民
課
 

  
町
で
は
、
平
成
19 
、
20
年
度
の
指
名
競
争
入
札

に
参
加
さ
れ
る
事
業
所
の
資
格
審
査
の
申
請
を
左

表
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

申
請
は
、「
建
設
工
事
」
、「
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
」
、「
物
品
供
給
等
」
、「
役
務

の
提
供
等
」
の
4
部
門
に
別
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

            受
付
時
間
／
午
前
9
時
〜
11 
時
30
分
、
午
後
１
時

15 
分
〜
4
時
 

提
出
場
所
／
監
理
課
、
郵
送
不
可
 

※
追
加
申
請
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。
水
道
事
業
に

も
使
用
し
ま
す
の
で
、
水
道
課
へ
の
提
出
は
不

要
で
す
。
 

要
綱
の
配
布
／
12 
月
11 
日
b
か
ら
監
理
課
で
配
布

し
ま
す
。
 

※
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
監
理
課
 

  
危
険
物
取
扱
者
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
原
則
と

し
て
、
3
年
以
内
ご
と
に
知
事
が
お
こ
な
う
危
険

物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
す
る
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
平
成
19 
年
１
月
16 
日
c
　
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

定
員
／
１
0
0
人
 

申
請
受
付
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
12 
月
4
日

b
か
ら
8
日
f
ま
で
の
間
に
6
京
都
府
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会
（
〒
６０２
‐
８０５４
京
都
市
上

京
区
西
洞
院
通
下
立
売
上
ル
）
1
0
7
5（
4

１
5
）
0
0
3
8
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  ▼
ご
家
庭
で
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を
 

す
べ
て
の
蛇
口
を
止
め
て
も
水
道
メ
ー
タ
ー
が

回
っ
て
い
る
と
き
は
、
漏
水
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

漏
水
分
の
料
金
や
修
理
費
は
、
使
用
者
の
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー

を
確
認
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
12 
月
は
、
水
道
料
金
の
納
付
月
で
す
 

水
道
料
金
は
、
奇
数
月
に
検
針
を
お
こ
な
い
、

偶
数
月
が
支
払
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

12 
月
は
、
10 
月
・
11 
月
分
の
納
期
月
で
す
。
口

座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
12 
月
12 
日
c
に
振
替

を
し
ま
す
。
納
付
書
を
ご
利
用
の
人
は
、
１
月
4

日
が
納
付
期
限
と
な
り
ま
す
。
 

水
道
料
金
は
、
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
年
末
を
迎
え
、
支

援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
、

福
祉
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
自
治
会
を
通
し
て
募
金
活
動
を
お
こ
な

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

12 
月
12 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
無
料
法
律
相
談
】
 

12 
月
21
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁
舎
１

階
相
談
室
１
　
定
員
6
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

12 
月
12 
日
c
・
26
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

12 
月
14 
日
e
・
28
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
府
民
無
料
法
律
相
談
】
（
京
都
府
）
 

12 
月
19 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

宇
治
総
合
庁
舎
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
1
0
１

要
予
約
 

国
民
年
金
の
現
況
届
が
不
要
に
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
 

青
少
年
の
主
張
発
表
会
 

指
名
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
 

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

※土、日、祝日を除く。 

平成19年1月22日b
　　　　　　　 ～31日d

平成19年2月1日e
　　　　　　～2月15日e

平成19年2月16日f
　　　　　　　 ～28日d

平成19年2月16日f
　　　　　　　 ～28日d

建設工事 

物品供給等 

役務の提供等 

測量・コンサル 
タント業務等 

部　　門 受　　付　　期　　間 

 
安　田　昂　広 
谷　村　亜　美 
田　口　真莉菜 
木　野　光沙紀 
内　田　陽二郎 
堀　井　敬　太 
白　數　麻　衣 
古　川　結香子 
中　川　拓　哉 
庄　司　　　誠 
石　倉　美　彩 
井　嵜　　　聖 

 
6年 
6年 
6年 
6年 
6年 
6年 
1年 
2年 
3年 
1年 
2年 
3年 

 
東角小 
御牧小 
佐山小 
東角小 
御牧小 
佐山小 
久御山中 
久御山中 
久御山中 
久御山高 
久御山高 
久御山高 

学校名 № 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12

第26回青少年の主張発表会発表者（敬称略） 
学年 氏　　　名 
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社会を明るくする運動 
標語入選作品＝敬称略＝ 

勇気出し　独りの友達　さそおうよ　　　　（東角小6年・寺村和美） 
近所での　ふれ合いもとう　明るい社会　　（東角小6年・櫨山泰介） 



〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
12 
月
10 
日
a
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
使
い
こ
な
そ
う
ワ
ー
ド
 

日
時
／
12 
月
12 
日
c
・
13 
日
d
・
14 
日
e
・
15 
日

f
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
12 
月
7
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
16 
日

g
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
20
日
d
　
午
前
9

時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
20
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
12 
月
13 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
12 
月
2
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
23
日
-
　
午
後
8
時
〜
9
時
　
（
受
け

付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
12 
月
24
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小
学
１

〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
（
電
球
）
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
8
日
f
（
今
月
は
１
回
で
す
）
　
午

前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
50
組
 

※
12 
月
の
み
、
当
日
の
申
し
込
み
で
参
加
可
。
 

  日
時
／
12 
月
10 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
白
を
基
調
に
し
た
、
ツ
リ
ー
型
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
1
，
5
0
0
円
 

 

  日
時
／
平
成
19 
年
１
月
8
日
-
 

　
　
将
棋
の
部
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

　
　
オ
セ
ロ
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
将
棋
や
オ
セ
ロ
な
ど
、
盤
ゲ
ー
ム
の
大
会

を
開
き
ま
す
。
 

定
員
／
各
24
人
 

  日
時
／
12 
月
9
日
g
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
12 
月
17 
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
5
時
　
12 
月
26
日
c
　
③
午
前

9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

申込は12月1日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

10774（45）0002

週
末
の
星
空
観
察
会
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

ぎつね 

日時／12月23日- 
　　①午前10時～正午 
　　②午後1時30分～ 3 時30分 
対象／町内在住の人（幼児は保護者同伴） 
内容／「南極物語」（ディズニー配給）を 
　　上映します。 
定員／各200人 
費用／満3歳以上300円（1人） 
※チケットは12月1日fからゆうホールで発 
　売します。 

南極物語 南極物語 
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年末年始休館の 
お知らせ 

ゆうホール・中央公民館は、12月28日Eから平成19年1月4日E

まで休館します。ご了承ください。 



内
容
／
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
12 
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
10 
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
4
〜
6
年
生
の
人
 

内
容
／
ミ
ニ
・
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

         日
時
／
①
12 
月
9
日
g
・
②
23
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

   日
時
／
①
12 
月
8
日
f
・
12 
日
c
・
21
日
e
　
午

後
7
時
か
ら
8
時
　
②
12 
月
10 
日
a
・
16 
日

g
・
17 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
11 
時
 

①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
。
）
 

         日
時
／
12 
月
11 
日
b
・
14 
日
e
・
18 
日
b
　
午
後

１
時
30
分
〜
3
時
30
分
（
3
回
コ
ー
ス
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
正
月
前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な
し
と
和

装
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
無
料
 

  日
時
／
12 
月
19 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
作
り
の
正
月
料
理
を
プ
ロ
か
ら
学
び
ま

す
。
（
鴨
ロ
ー
ス
、
魚
の
柚
庵
漬
、
他
）
 

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
8
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
入
り

の
花
巻
（
中
国
菓
子
）
作
り
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
名
 

費
用
／
6
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
25
日
b
　
①
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

30
分
、
②
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
縁
起
の
よ
い
寄
せ
植
え
で
、
新
年
を
迎
え

る
準
備
を
し
ま
す
。
 

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
 

定
員
／
各
30
人
 

費
用
／
A
．
3
，
0
0
0
円
（
苔
玉
）
 

　
　
B
．
3
，
0
0
0
円
（
寄
せ
植
え
）
 

 ※
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
開
催
を
中
止

ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

着
付
け
教
室
 

正
月
料
理
教
室
 

季
節
の
お
菓
子
教
室
 

迎
春
用
寄
せ
植
え
教
室
 

申込は12月1日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は12月1日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

   【
連
絡
先
】
 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
▽
車
い
す
 

　
多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

  【
休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
午
後
１
時
〜
3
時
 

（
前
月
比
／
減
3
人
）
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 4 9人　 
8 , 5 4 6人　 
8 , 6 0 3人　 
6 , 6 3 4世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 1人　 
1 1人　 
6 7人　 
7 0人　 

〈10月中の動き〉 

〈11月1日現在〉 

くみやまファミリーシアター くみやまファミリーシアター 

ぎつね ぎつね ガイ氏即興 
　人形劇場 

日　時／12月16日g　午後2時開演 
場　所／中央公民館ホール 

入場料／前売券：子ども　300円 
　　　　　　　　（3歳以上中学生以下） 
　　　　　　　　大　人　500円 
　　　　当日券：子ども　500円 
　　　　　　　　大　人　700円 
※入場券は中央公民館・ゆうホール・総
合体育館で販売しています。 

主　催／7久御山町文化スポーツ事業団 

新美南吉の名作童話「ごんぎつね」を
情感あふれる人形劇でお楽しみください。 

第2部 

を楽しみませんか 

ゆ
ず
 

南極物語 
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年末年始の 
体育施設休館日 

総合体育館は12月28日Eから平成19年1月4日Eまで、屋外スポーツ施設は 
12月29日Fから平成19年1月4日Eまで休館します。ご了承ください。 



※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はゆうホール、※2は公団集会所、※3はいきいきホール）です。 
予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

18日B

健康相談・栄養相談 4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師等による健康相談 
栄養士による栄養相談 

成 人 歯 科 検 診  
40歳以上の人・
妊婦 

14日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

※3

※1

※2

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 7日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年2月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 11日B

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 個人通知が届いた人 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 12日C

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 1日F

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 21日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年3月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 8日F

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年5月生まれ 
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 18日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年5月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 15日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 午後1時40分～1時55分 12日CＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

10か月児健診で見つけた 
かわいい笑顔です。 

ごみは決められた日時・場所へ ごみは決められた日時・場所へ 
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 

6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546



し　　尿 
藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

19日C

20日D

4日B 
23日_

燃やさないごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

月 

火 

水 

木 

金 

日付のうち上段は年末の最終日、 
下段は年始の開始日です。 

２９日F
5日F

１２月 
1月 

２８日E
4日E

１２月 
1月 

２５日B

8日_

１２月 
1月 

２６日C

9日C

１２月 
1月 

２７日D

１０日D

１２月 
1月 

燃やすごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・大橋辺・北川顔

・藤和田・近協パレス・中島・

西一口・東一口・相島 

ハイツ西宇治・下津屋団地・東

佐山団地 

久御山団地（公団） 

月・木 

火・水・金 

火・金 

日付のうち上段は年末の最終日、 
下段は年始の開始日です。 

３０日G

4日E

１２月 
1月 

２９日F
4日E

１２月 
1月 

２９日F
5日F

１２月 
1月 

３０日G

5日F

１２月 
1月 

☆大型ごみの申し込みは20日（水）まで 
　大型ごみ（有料）の収集申し込みは、12月20日dまでです。収集は、21日eが最終
日です。年始は1月4日eから受け付けます。収集は1月11日eからです。 

☆し尿の臨時収集申し込みは26日（火）まで 
　臨時収集（有料）の申し込みは、12月26日cまでです。年始は、1月4日eから受け
付けます。 
　年内のし尿収集に関するお問い合わせは、31日aの正午までに城南衛生管理組合
1075（631）5171にご連絡ください。新年は1月4日e午前8時30分からの受け付け
となります。 

燃やすごみや燃やさないごみ、リサイ
クルごみは、正しく分別し、決められた
日の午前8時30分までに収集場所に出し
てください。 
特に、リサイクルごみは、軽く水洗い

して品目ごとに透明な袋に入れて出して
ください。 

また、使用済みてんぷら油は、毎月第
2水曜日に回収していますが、回収場所
は各地域の指定された場所（公民館等）
になっています。燃やすごみや燃やさな
いごみ、リサイクルごみの収集場所には
出さないようにお願いします。 
問い合わせ／環境保全課 

リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

6日 
（第１水曜日） 
20日 

（第３水曜日） 

13日 
（第２水曜日） 
27日 

（第４水曜日） 

※軽く水洗いをして、分別し中
身の見える袋に入れて出して
ください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ
たをはずしてください。 

13日（第２水曜日） 
※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

12月のごみ・し尿収集日 

ごみは決められた日時・場所へ ごみは決められた日時・場所へ ごみは決められた日時・場所へ 

23
広報くみやま 平成18年12月1日 

環境保全のコーナー 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  四
月
九
日
の
早
朝
、
好
天
に
恵
ま
れ

て
高
山
宿
を
出
立
し
た
山
田
里
さ
ん
た

ち
一
行
は
、
下
街
道
（
名
古
屋
街
道
）

を
名
古
屋
へ
と
向
か
っ
た
。約
三
里（
約

一
二
キ
ロ
）
ほ
ど
進
む
と
、
美
濃
（
現

岐
阜
県
）
と
尾
張
（
現
愛
知
県
）
の
国

境
と
な
る
内
津
峠
（
現
愛
知
県
春
日
井

市
）
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
信
濃

（
現
長
野
県
）
・
美
濃
か
ら
伊
勢
参
り

の
人
々
が
、
近
道
と
し
て
往
来
し
た
。

一
行
は
、
こ
の
峠
越
え
の
た
め
五
○
○

文
で
駕
籠
を
雇
っ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
一
行
が
通
過
し
た
内
津

峠
と
麓
の
内
津
村
に
は
、
次
の
よ
う
な

地
名
伝
承
が
あ
る
。
当
村
に
鎮
座
す
る

内
々
神
社
の
社
伝
に
よ
る
と
、
祭
神
で

あ
る
建
稲
種
命
は
、
日
本
武
尊
の
東
国

平
定
に
従
っ
て
功
が
あ
っ
た
。
尊
は
東

国
か
ら
の
帰
途
、
こ
の
地
で
建
稲
種
命

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
「
現
哉
、

現
哉
」
と
悲
泣
さ
れ
た
。
尊
の
嘆
き
の

言
葉
か
ら
内
津
の
地
名
が
生
ま
れ
、
そ

し
て
、
建
稲
種
命
を
祀
っ
た
の
が
当
社

の
始
ま
り
と
い
う
。
 

さ
て
、
内
津
峠
を
越
え
た
一
行
は
、

約
四
里
の
道
程
で
勝
川
（
現
春
日
井
市

勝
川
町
）
の
宿
に
着
い
た
。
こ
の
集
落

は
下
街
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え
、
ま
た
、

上
街
道
（
中
山
道
）
に
通
ず
る
道
の
追

分
に
も
な
っ
て
い
て
、
信
州
・
飛
騨
へ

の
最
短
距
離
と
し
て
旅
人
や
馬
の
利
用

が
多
か
っ
た
と
い
う
。
宿
場
に
は
、
馬

継
場
や
伝
馬
所
も
あ
り
、
宿
場
の
南
を

流
れ
る
庄
内
川
に
は
渡
し
場
も
あ
っ
て
、

旅
籠
も
多
く
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
 

一
行
は
こ
の
宿
場
の
旅
籠
に
、
木
賃

四
五
文
、
宿
賃
九
四
文
で
泊
ま
っ
た
。
 

十
日
は
雨
天
と
な
り
、
雨
の
中
を
駕

籠
で
出
立
し

た
。
約
二
里

の
距
離
で
名

古
屋
の
城
下

町
に
着
い
た
。
 

江
戸
時
代

の
名
古
屋
は
、

江
戸
・
京
都
・

大
坂
に
次
ぐ

第
四
の
都
市

と
し
て
繁
栄

し
、
人
口
は

一
○
万
人
に

達
し
た
。
里
さ
ん
た
ち
一
行
が
旅
装
を

解
い
た
本
町
は
、
現
在
の
名
古
屋
市
中

区
の
本
町
通
り
一
帯
に
あ
た
り
、
城
下

町
一
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。
 

一
行
が
仰
ぎ
見
た
名
古
屋
城
は
、
尾

張
徳
川
家
六
一
万
九
五
○
○
石
の
居
城

で
、
諸
大
名
を
動
員
し
た
天
下
普
請
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
。
昭
和
二
○
年
（
一

九
四
五
）
の
空
襲
で
、
天
守
・
本
丸
御

殿
が
失
わ
れ
た
も
の
の
、
昭
和
三
四
年

に
大
・
小
天
守
が
再
建
さ
れ
、
大
天
守

の
大
屋
根
に
は
金
の
鯱
が
輝
き
、
名
古

屋
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
 

さ
て
、
翌
日
は
雨
も
上
が
り
よ
い
天

気
に
な
り
、
一
行
は
本
町
を
出
立
し
て

桑
名
（
現
三
重
県
桑
名
市
）
に
向
か
っ

た
。
名
古
屋
か
ら
桑
名
ま
で
の
道
中
は
、

「
手
扣
帳
」
に
「
く
わ
な
わ
た
し
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
東
海
道
の
宮

宿
（
現
名
古
屋
市
熱
田
区
）
と
桑
名
を

結
ぶ
「
七
里
の
渡
し
」
（
伊
勢
湾
の
海

上
渡
船
）
を
船
で
渡
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
日
は
、
一
一
九
文
の
宿
賃
で
桑
名

の
旅
籠
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
 

そ
し
て
、
こ
の
「
手
扣
帳
」
は
、
文

化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
四
月
十
一
日

の
桑
名
泊
ま
り
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
そ
の
後
の
足
跡
は
不
明
で
あ

り
、
一
行
が
い
つ
故
郷
へ
帰
村
し
た
の

か
、
分
か
ら
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
録
が
書
か
れ
た

文
化
・
文
政
の
頃（
一
八
○
四
〜
三
○
）

に
な
る
と
、
多
く
の
庶
民
が
安
心
し
て

旅
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

女
た
ち
が
旅
に
出
た
年
齢
は
、
統
計

的
に
五
○
代
が
多
い
。
主
婦
の
座
を
次

の
代
へ
譲
る
な
ど
、
身
軽
な
身
に
な
っ

て
か
ら
旅
に
出
る
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
年
代
に
な
っ
て
や
っ

と
自
分
の
人
生
を
持
ち
、
女
は
家
の
内

に
あ
っ
て
家
を
よ
く
治
め
、
織
縫
調
食

育
児
の
み
に
人
生
を
過
ご
し
て
い
た
の

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
女
た
ち
が
旅

に
出
る
に
は
辛
い
こ
と
も
あ
り
、
無
事

に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
不
安

だ
っ
た
。
そ
れ
を
承
知
で
出
か
け
た
の

は
、
旅
は
人
間
を
成
長
さ
せ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
 

最
後
に
、
山
田
里
さ
ん
の
こ
と
に
つ

い
て
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
山
田
武
司

家
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
里
さ
ん
は
文
政

九
年
（
一
八
二
六
）
に
六
二
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女
が

善
光
寺
参
り
の
旅
に
出
た
の
は
、
五
一

歳
の
時
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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女たちの善光寺参り（12） 

▲名古屋城大天守 
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